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ルネサンスと東京電力エナジーパートナーが 

カーボンニュートラルの実現に向けた包括協定を締結 

～EVバス V2Xシステムをはじめとする電化・再エネの導入やレジリエンス強化の取り組みを拡大～ 

 

株式会社ルネサンス（代表取締役社長執行役員：岡本 利治、本社：東京都墨田区、以下「ルネサンス」）と

東京電力エナジーパートナー株式会社（代表取締役社長：長﨑 桃子、本社：東京都中央区、以下「東電 EP」）は、 

本日、「カーボンニュートラルの実現に向けた連携協定書」（以下「本協定」）を締結しました。 

 

 

 

 

本協定では、ルネサンスと東電 EP が相互に連携・協働し、中長期的なカーボンニュートラル計画の策定、

省エネルギーの推進、再生可能エネルギー（以下「再エネ」）の利活用等、カーボンニュートラル化に向けた

エネルギーへの転換等の施策を効果的かつ継続的に推進することで、持続可能な社会の実現を目指しま

す。 

本件は、東電 EP として、フィットネス業界とカーボンニュートラルに関する協定を締結する初めての取り組

みとなります。 

 

■本協定の背景・目的 

近年、企業に対するカーボンニュートラル化および再エネ利用への関心が高まる中、ルネサンスは、2011

年から、全国で展開している直営のスポーツクラブ、介護リハビリ施設における CO2の排出量削減に取り組

んでおります。 

また、健康づくり・スポーツ振興・地域活性化など、公共事業ニーズ達成の担い手として、全国 100 施設

のスポーツクラブの運営、270 以上の自治体・3000 件以上の支援実績で培ったノウハウを活用し、地域に

寄り添った取り組みを推進しています。 

具体的には、ルネサンスが運営するスポーツクラブ&スパ ルネサンス 稲毛 24（所在地：千葉市稲毛区）

では、送迎用の EV バスを導入し、国内初となる災害時に建物の照明だけでなく給水等も含めた非常用電

源として活用できる東電 EPの V2X※システムの運用を、2020年 9月１日から開始するなど、カーボンニュー

トラル化に先鋭的に取り組んでおります。 

本協定を締結することにより、両社は一層の連携を図り、再エネの導入およびレジリエンス強化を推進する

とともに、カーボンニュートラルの実現に向けて取り組んでまいります。 
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■両社の具体的取り組み 

ルネサンスが運営する全国 100 施設において、空調更新や LED 化、再エネ設備の導入等により「見える

ところを eco」とし、東電 EP の多様な再エネメニューを組み合わせることで、CO2排出量を削減いたします。 

また、蓄電池を組み合わせて利用することで、太陽光発電設備や EV バスを有効活用できます。EV バス

に貯めた電気は、非常用電源としても活用できるため、地域のレジリエンス向上にも寄与します。さらに、施

設の屋上などのスペースを最大限活用した太陽光発電設備の設置や、次世代エネルギーの活用による化石

燃料の使用を減らす取り組み等を通じて、温室効果ガスの抑制と地域の環境維持に貢献してまいります。 

 

■両社コメント 

＜ルネサンス＞ 

 各施設の運営において、エネルギー使用の合理化を推進し、省エネルギーの実現を目指します。また、施設

の緑化、電気設備の適切な稼働設定、再エネの活用等を通じ、今後もカーボンニュートラルの実現に向け取

り組んでまいります。 

 

＜東電 EP＞  

多彩な再エネメニューの提供を通じて、各種制度への対応や安定的な電源の確保等、再生可能エネルギーの活

用におけるお客さまの様々な課題を解決し、お客さまとともに 2050 年のカーボンニュートラルの実現に貢献して

まいります。 

 

※Vehicle to Xの略で、自動車から X（対象物）へ給電するという意味 

以 上 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

株式会社ルネサンス 経営企画部パブリックリレーションチーム 村角（むらずみ）・原 

TEL：03-5600-7811   MAIL：ml_pr@s-renaissance.co.jp 

東京電力エナジーパートナー株式会社 業務統括室 広報企画グループ 

TEL 050-3116-3147 

＜スポーツクラブ&スパ ルネサンス 稲毛 24の EVバス＞ ＜スポーツクラブ&スパ ルネサンス 稲毛 24の非常用電源＞ 
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